
四
賀
歳
時
記

福
寿
草
ま
つ
り
（
３
月
上
～
下
旬
）

地
元
の
人
々
に
よ
り
守
り
育
て
ら
れ
、
丘
約
１･

５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
に
広
が
り
敷
き
詰
め
ら
れ
た
か

の
よ
う
に
咲
く
福
寿
草
を
楽
し
め
ま
す
。
会
場
で
は

園
芸
用
福
寿
草
鉢
植
え
や
福
寿
草
グ
ッ
ズ
が
売
ら

れ
、
物
産
展
等
も
開
か
れ
ま
す
。 

夏
ま
つ
り
（
７
月
下
旬
） 

メ
イ
ン
会
場
に
て
太
鼓
の
競
演
を
行
い
、
歩
行
者
天

国
は
模
擬
店
等
で
賑
わ
い
、
毎
年
新
し
い
企
画
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。 

四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
（
９
月
） 

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
に
四
賀
体
育
館
で
行
わ
れ
、 

松
本
交
響
楽
団
と
地
区
の
混
声
合
唱
団
と
の
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
収
穫
祭
（
10
月
） 

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
は
一
年
の
締
め
く
く
り
と
な

る
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

地
場
産
の
き
の
こ
や
野
菜
の
販
売
、
松
茸
争
奪
ゲ
ー

ム
等
々
が
行
わ
れ
、
ど
な
た
で
も
参
加
が
自
由
で
す
。 

会
田
御
厨
神
明
宮
例
大
祭
（
10
月
） 

提
灯
や
竹
で
飾
っ
た
山
車
が
伝
承
の
囃
子
を
奏
し
な

が
ら
会
田
の
街
道
を
通
り
ま
す
。
祭
の
賑
や
か
さ
、 

氏
子
の
祭
り
連
の
意
気
が
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。 

保
福
寺
峠
の
万
葉
歌
碑
よ
り

　
奈
良
時
代
末
、 

保
福
寺
峠
に
東
山
道
の

新
道
が
開
通
。 

信
濃
を
発
っ
て
九
州
大
宰
府

に
送
ら
れ
る
防
人
が
信
濃
路
の
新
道
を
越
え

て
ゆ
く
。 

夫
の
旅
を
気
遣
う
妻
の
思
い
が

千
二
百
年
の
時
を
経
て
伝
わ
っ
て
く
る
峠
道
。 

さ
き
も
り
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福
寿
草
ま
つ
り

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

（木
工
体
験
・研
修
室
）

穴
沢
温
泉

四
賀
化
石
館

藤
池
百
体
観
音

保
福
寺

廣
田
寺

岩
井
堂

林
間
広
場
施
設
コ
テ
ー
ジ
（宿
泊
体
験
）

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
・ゲ
ス
ト
ラ
ウ
ベ

四
賀
坊
主
山

緑
ヶ
丘

　
国
内
で
最
大
級
の
群

生
地
の
ひ
と
つ
。
保
福

寺
川
左
岸
約
２
キ
ロ
に

わ
た
り
群
生
し
、
株
数

は
五
十
万
株
と
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
約

1.5

ヘ
ク

タ
ー
ル
に
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
、
散
策
で
き
る
。

３
月
上
旬
か
ら
下
旬
の

「
福
寿
草
ま
つ
り
」
に
は
、

数
万
人
が
訪
れ
る
。

　
約
２
０
０
人
収
容
可
能
な
研
修
室

で
は
、
各
種
教
室
を
備
え
て
自
然
や

森
林
に
つ
い
て
学
べ
る
。
木
工
体
験

室
で
は
万
能
木
工
機
や
ボ
ー
ル
盤
、

電
動
糸
ノ
コ
な
ど
を
完
備
し
、
森
の

木
々
を
使
っ
た
自
分
だ
け
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
を
楽
し
も
う
。

 

松
林
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
環
境
に
あ
る

温
泉
。
源
泉
は
湯
元
「
岩
本
の
湯
」
と

し
て
古
く
か
ら
善
光
寺
街
道
の
旅
人
が

湯
治
し
、
現
在
も
ひ
な
び
た
風
情
が
静

か
に
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
神
経
痛
や

筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

四
賀
特
産
の
松
茸
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
す
る
宿
が
２
軒
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
語
で
「
小
さ
な
庭
」
を

意
味
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
。

家
族
が
集
い
、
花
や
野
菜
を
育
て

自
然
の
ひ
と
時
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

四
賀
地
区
の
坊
主
山
や
緑
ヶ
丘
で
は
、

都
心
を
は
じ
め
遠
方
の
方
に
長
く

滞
在
し
て
い
た
だ
け
る
宿
泊
施
設

を
完
備
し
て
お
り
、
も
う
ひ
と
つ

の
生
活
の
場
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
森
の
中
に
あ
る
３
棟
の
コ

テ
ー
ジ
。
居
間
、
キ
ッ
チ
ン
、

ロ
フ
ト
、
大
き
め
の
デ
ッ
キ

を
備
え
て
１
棟
６
人
ほ
ど
が

泊
ま
れ
る
。
都
会
の
喧
噪
を

離
れ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
と
共

に
目
覚
め
満
天
の
星
と
眠
る
、

大
自
然
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
感

じ
て
み
よ
う
。

　四賀の小山の上に並ぶ百体の観音石像。江戸時代に観音様
の 33 変化にならった三十三番札所巡りが流行し、遠くに旅
立てない庶民は身近な場所に石像を建立して代わりとし、西
国、秩父、板東の３巡礼をなぞらえている。

　信濃三十三番中第二十番札所で、
室町時代の千手観音座像が安置さ
れている。（現在朱印は牛伏寺 < 松
本市内田 >27 番札所で発行）周囲
の岩山には麿崖仏の地蔵尊や大黒天、
百体観音などの石仏があり行基菩
薩や弘法大師の霊場と伝わる。

　中世に四賀を支配していた会田
氏の寺。永正８ (１５１１)年に廣澤
寺四世和尚によって中興開山され
た。本尊は阿弥陀如来座像。山門
前には江戸末期から明治初期に近
郷から奉納された百体観音が並ぶ。

　
鎌
倉
建
長
寺
の
大
覚
禅
師
に
よ

り
文
永
５(

１
２
６
８)

年
に
中
興
、

さ
ら
に
文
亀
２(

１
５
０
２)

年

に
廣
澤
寺
五
世
に
よ
り
中
興
さ
れ
、

曹
洞
宗
と
な
り
永
安
山
と
号
し
た

寺
。
本
尊
の
十
一
面
千
手
観
音
像

は
文
永
年
間
の
作
で
、
四
賀
地
区

最
古
の
仏
像
。

　
１
３
０
０
～
２
０
０
０
万
年
前
は
海
の
底
だ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
松
本
市
。
化
石
館
は
周
辺
で
発
掘
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
化
石
を
展
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
世
界

最
古
の
シ
ガ
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
、
シ
ナ
ノ
ト
ド
の
化
石

は
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

土
の
匂
い
、
木
の
香
り
、
太
陽
の
感
触
、
野
菜
の
息
づ
か
い
…
自
然
の
鼓
動
に
触
れ
合
う

と
、
忘
れ
か
け
て
い
た
優
し
さ
や
、
大
切
な
も
の
が
何
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
々

の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
人
の
人
間
に
立
ち
返
れ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

新
緑
に
つ
つ
ま
れ
、
湯
船
に
若
葉
映
る
春
。
火
照
っ
た
体
を
涼
風
に
さ
ま
す
夏
。
紅
葉
に
染

ま
る
山
々
を
眺
め
る
秋
。
凍
え
る
体
を
温
め
る
冬
。
四
季
折
々
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た

温
泉
は
、
疲
れ
た
体
も
心
も
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
〝
癒
し
の
湯
〟
で
す
。

自
然
を
学
び
、
自
然
を
楽
し
む
。

湯
の
ぬ
く
も
り
が
、
身
も
心
も
癒
す
。

四
賀
地
区
に
多
く
見
ら
れ
る
神
社
・
仏
閣
・
石
仏
た
ち
は
、
こ
の
土
地
の
歴
史
を
静
か

に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
古
代
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
る
化
石
の
数
々
。
そ
っ
と
耳

を
澄
ま
す
と
、
山
里
の
長
い
歴
史
の
中
に
息
づ
く
物
語
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

旅
の
楽
し
み
は
な
ん
と
い
っ
て
も
土
地
の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と
。
四
賀
地
区
に
は
緑
豊
か

な
自
然
か
ら
の
贈
り
物
が
盛
り
沢
山
。
春
は
山
菜
、
夏
は
野
菜
、
秋
に
は
松
茸
を
は
じ
め

と
す
る
き
の
こ
、
そ
し
て
そ
ば
と
地
酒
。
郷
土
で
育
ま
れ
た
味
と
技
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

歴
史
の
語
り
か
け
に
、
耳
を
澄
ま
す
。

郷
土
で
育
ま
れ
た
、
味
と
技
を
食
す
。

清
酒 

地
酒
を
楽
し
む
の
も
旅
の
楽
し
み
。

正
油

伝
統
的
製
法
を
守
り
、
最
高
の
品
質
と
味

を
食
卓
に
お
届
け
し
ま
す
。

四賀ワイナリー
四賀及び県内で収穫されるメルロー、

シャルドネなど良質なぶどうを使

い品質の良いワインを醸造するワ

イナリー。

松茸
土質の良い松本四賀産の松茸は、特に香りと味が絶

品。東京をはじめ各市場で高く評価される。松茸料

理を提供する旅館もある。

菓子
昔ながらの味が

生きるお菓子。

有機自然卵
健康によい会田のたまご。

おとうじうどん
郷土料理。昔はとうじ

かごという道具を使っ

て、うどんや野菜など

を鍋に投げ入れたそう

です。

そば
そばのおいしい信州。四賀

地区のそばもそのうちの一つ。

やきもち
昔ながらの灰やきもち、か

むほどに味が増す。

■会田共同養鶏組合
(有機自然卵) TEL .0263-64-3133

■手打ちそば ほそばら
(松茸料理・そば料理等) TEL .0263-64-2317

■ふるさと館
(そば料理等) TEL .0263-64-3948

■穴沢温泉 松茸山荘
本　　　  館：TEL.0263-64-2102
別館(東山館)：TEL.0263-64-3993

■おやきの市川
(やきもち等) TEL .0263-64-3213

■菊水醸造店
(清酒) TEL .0263-64-2010

■大和葡萄酒㈱四賀ワイナリー
(信州高原ワイン等) TEL .0263-64-4255
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